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〒８０６－００２１
北九州市八幡西区黒崎3丁目15-3

コムシティ5階
北九州市立聴覚障害者情報センター

[連絡先]

ＴＥＬ ０９３－６４５－１２１６
ＦＡＸ ０９３－６４５－３３３５

Ｅ-mail
kitakyu-video@wel-tobata.jp

報告１：暑い、熱い、全九州ろうあ者大会in鹿児島 ９月７・８日

通巻第４４号

お知らせ１： 第５回聴覚障害者支援セミナー １１月９日（土）

テーマ：「聴覚障害者が安心して暮らせる社会をつくるために」
～聴覚障害者情報提供施設ってなぁに？～

日 時：平成２５年１１月９日（土曜日）午後１時半～４時
場 所：北九州市立聴覚障害者情報センター

西部障害者福祉会館 ５０１・５０２・５０３会議室
講 師：社会福祉法人 聴力障害者情報文化センター

施設長 森 せい子 氏
定 員：８０人（定員になり次第締め切らせていただきます。）
参加費：無料
対象者：どなたでも参加できます。
申込先：〒806-0021

北九州市八幡西区黒崎３丁目１５－３ コムシティ５階
北九州市立聴覚障害者情報センター
ＴＥＬ ０９３－６４５－１２１６
ＦＡＸ ０９３－６４５－３３３５

去る９月７日（金）８日（土）の二日間、鹿児島で開催された第62回全九州ろうあ者大会に参加しました。

共通研修である筑波技術大学の大杉氏による講演は、最初手話通訳士試験を思い返すような難しい内容でした

が、見入っているうちに非常に興味深い内容でした。聴覚（耳）を補うためには、視覚（目）の情報だけでなく、

五感（見る、聞く、嗅ぐ(かぐ)、味わう、触れる）をフルに使うことで、情報アクセシビリティ（情報の利用の

しやすさ）が広がり社会参加が拡大されることや、目を使うろう者に優しい居住環境（デフ・スペース）の視点

でのユニバーサルデザイン（障害のある人もない人もすべての人が使いやすい作り）について、ろう者の体験を

現実に変えていく必要性を話されました。

分科会は「災害」に参加し、各県の取り組みについて意見交換があり、中

でも長崎県諫早(いさはや)市の取り組みは素晴らしいものでした。全日本ろ

うあ連盟の久松氏が「本当の支援とは何か？助けるとはどういう事か？」と

言われた言葉が耳に残りました。課題はたくさんありますが、ろう者、サー

クルと一緒に取り組んでいきたいと思いました。最後に、滋賀のＮ氏が「頑

張ってるね、いつも見てるよ」とお声をかけてくださったのが、今回の何よ

りの幸せでした。暑い、熱い（思いが）、そして美味しいものをたくさん食

べて（肉が）？厚くなった二日間でした。（情報センター 職員）

報告２： 巡回開始 北九州市立八幡小学校 耳の教室 ９月２０日（金）

９月２０日（金）より、北九州市立八幡小学校

耳の教室で巡回ビデオライブラリーが始まりまし

た。4人の生徒さんは、この日を心待ちにしていた

ようで、瞳を輝かせ、元気いっぱいで迎えてくれ

ました。貸出のルールをきちんと学び、わからな

いことは積極的に質問し、自分の見たいＤＶＤを

選びました。今年度はあと3回の巡回ビデオライブ

ラリーが予定されています。また、次回も元気な

皆さんに会えるのが楽しみです！！

森 せい子 氏 〈プロフィル〉

○施設長・相談員兼務
○日本精神保健福祉士協会研修認定精神

保健福祉士・認定心理士・介護支援専
門員

今後の予定（貸出日→返却日）
①10月２5日(金)→11月 8日(金)

②12月 6日(金)→12月２０日(金)

③ 2月21日(金)→ 3月 7日(金)

東京から

北九州にやってきます

講演：筑波技術大学 准教授の大杉 豊 氏

聴力障害者情報文化センター
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西部障害者福祉会館ならびに聴覚障害者情報センター・点字図書館は４月

より黒崎コムシティに移転し、コムシティ内に入居している８施設からなる

「北九州ひとみらいプレイス」という共同体の１つとなりました。 今年は、

様々な施設と連携して、年に一度の「ひとみらいプレイス交流祭」を開催い

たします。交流祭は、11月６日（水）～11月12日（火）にかけて開催し、

コムシティだけでなく、商店街も含め、黒崎地域のにぎわいを作ります。障

害者の活動発表や作品展示はもちろん、外国人の方々による催しや、若者の

イベントなど、今までにない様々な交流の場になると思います。気軽にご参

加いただき、黒崎の街を一緒に楽しみ盛り上げましょう！（西部会館 職員）

～ 表現することは、いきること。ともに未来を表現しよう ～

情報：日本語字幕付き上映日（１０月）

☆「謝罪の王様」 ９月２８日から公開
主演：阿部サダヲ／井上 真史／竹野内 豊 他

☆字幕付き上映日

１０月１９日（土）・２０日（日）・２１日（月）

☆「そして父になる」 ９月２４日から公開
主演：福山 雅治／尾野 真千子／リリー・フランキー 他

☆字幕付き上映日

１０月２０日（日）・２１日（月）・２２日（火）
※上映実施日はホームページを検索してください。

お知らせ４：北九州市制５０周年記念 第６回北九州市障害者芸術祭

北九州市制５０周年記念に併せて、障害のある人たちの写真・絵画・書道・工芸・手芸の作品

を展示し、作者の開催実績やノウハウを持つ関係機関、団体と連携して行います。

○作品展 日時：平成２５年１２月１０日～１５日

午前１０時～午後６時（最終日は午後５時まで）

場所：コムシティ３階 北九州市立美術館黒崎市民ギャラリー

（八幡西区黒崎３丁目１５－１）

北九州市内で活動する障害のある人を中心としたグループ、及び個人のステージイベントを開

催します。（手話通訳・要約筆記あり）

○ステージイベント「世界一受けたい授業」などでおなじみの青島 広志氏が戸畑にやってきます。

日時：平成２５年１２月８日（日）開演１３：００ 終演１６：００

場所：ウェルとばた３階 大ホール（戸畑区汐井町１－６）

◆お問い合わせ

Ｔ・ジョイリバーウォーク北九州

〒803-0812

北九州市小倉北区室町1-1-1

リバーウォーク北九州デコシティ４Ｆ

◆連絡先

ＴＥＬ：093-573-1569

ＦＡＸ：093-573-1653

◆ＭＡＩＬ

kitakyushu@t-joy.net

お知らせ３：第１１回聴覚障害者情報センターのつどい １２月７日（土）

お知らせ２：ひとみらいプレイス交流祭においでよ！ １１月６～１２日

★交流祭の詳しい問合わせ先

北九州ひとみらいプレイス

ＴＥＬ０９３-６４１-９３０６

ＦＡＸ０９３-６４１-９３３２

西部障害者福祉会館

ＴＥＬ０９３-６４５-１３００

ＦＡＸ０９３-６４５-１６００

１２月７日、長野県からやって

きます。皆さんにお会いするの

を楽しみにしていま～す。

ワンワン！

添付チラシのと
おり、参加申込
をお待ちします。

聴導犬デモン
ストレーション
聴導犬をご存

知ですか？聴覚
障害者と生活を
ともにし、耳の代
わりになってくれ
る犬のことです。
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聴覚障害者情報センターのコーナー

〒806-0021 八幡西区黒崎3丁目15-3 コムシティ５階
ＴＥＬ 093-645-1216 ＦＡＸ 093-645-3335

毎年恒例になった戸畑区南沢見夏まつりのお手伝い。８月１８日（日）

聴覚障害者と手話ボランティア、スタッフ合わせて１１名で早朝から集合

して、野菜の袋詰めや焼きそば作りの下準備。野菜班も焼きそば班も慣れ

た手つきで手際よくこなしていました。

午後からのヨーヨー販売の下準備では風船に

水と空気を入れてふくらませるのですがうま

くいかず水をかぶってしまいましたが、暑さ

の中でわきあいあいのひと時でした（笑）

報告５：福岡県手話通訳問題研究会 北九州地域班 定例学習会 ９月２８日（土）

7月3日より始まりました「平成25年度北九州市盲ろう者

通訳・ガイドヘルパー養成講座」が10月16日に終わりまし

た。全15回の課程を11名が修了しました。手話や点字の経

験がある人、ない人、この講座で初めて盲ろう者に接した人

など、さまざまな経歴の皆さんが受講しました。初めはお互

いに緊張していた皆さんですが、回を重ねるごとに和気あい

あいとした雰囲気になりました。盲ろう者通訳・ガイドヘル

パーとしての今後の活躍が楽しみです。

報告４：盲ろう者通訳・ガイドヘルパー養成講座 ７月３日～１０月１６日

報告６：派遣事業の件数 出ータ（手話通訳者、盲ろう者通訳・ガイドヘルパー、要約筆記奉仕員）
デ

手話通訳者
盲ろう者通訳・
ガイドヘルパー

要約筆記奉仕員

個人 団体 計

６月 ２６６ １５ ２８１

７月 ３０８ ２６ ３３４

８月 ２４６ １８ ２６４

９月 ２４６ １７ ２６３

総計 １０６６ ７６ １１４３

個人 団体 計

６月 ９ ０ ９

７月 １３ ０ １３

８月 １０ ０ １０

９月 １５ ０ １５

総計 ４７ ０ ４７

ＯＨＰ ＯＨＣ ＰＣ ノート
テイク 計

６月 ０ ４ ４ ２０ ２８

７月 ０ ５ １ １５ ２１

８月 ０ ２ １ １１ １４

９月 ０ ４ １ １２ １７

総計 ０ １５ ７ ５８ ８０

報告３：ふれあいの会 ８月１８日（日）

北九州地域班では年間約１０回定例学習会を開いています。９月は防災月間という

こともあり、北九州市建設局と消防局の方から出前講演で「災害への備え」のお話を

していただいた後、地域の聴覚障害者も一緒に意見交換（防災についてみんなで考え

よう）をしました。お話の中に「災害時はテレビをつけておくなど自分から情報を得

る体制が大事」とありました。また意見交換では、今、聴覚障害者協会と手話サーク

ルが取り組んでいることをそれぞれの立場から報告があり、参加者は災害への意識が

また深まり有意義な学習会となりました。（通研会員）

南沢見の会長さんをはじめ町内
の皆さんとは身振り手振りで話を
し、楽しくお手伝いをすることが
できました。

触手話などコミュニケーショ
ン手段を体験する受講者
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「手話キャスターに出演しての感想…」 山口 恵美子

初めて、キャスターを経験させていただきました。カメラに向かって話すのが

苦手で…時間通りに本当に無事に終えるかな…と不安がまじり撮影にのぞみまし

た。同じところを繰り返したりミスも出たりしましたが、指示に従い、なんとか

無事に終えることができて安堵しました。テレビに出ている手話通訳者は、どん
あ ん ど

なに大変だろう…と身に染みましたが、耳が聞こえなくても手話キャスターをや

れるんだよ！と夢を持っている方に伝えたい！と思いました。

ビデオ制作のコーナー

紹介：ＹｏｕＴｕｂｅ配信 「ようこそ！北九州市立聴覚障害者情報センターへ」

☆『笑顔まんてん タビ好キ 北九州市小倉南区で春の香りを求めて』

「たけのこ」の産地として全国にもその名を知られる合馬地区。

春の香りを求めて「たけのこ」を探そうとする２人。しかし、取材の時

期には「たけのこ」はほとんど出ていないというが、果たして出会えるの

か？…。（約４５分）（出演：前川 清・えとう窓口）

☆『笑顔まんてん タビ好キ 福岡・柳川新たな門出を速攻スケッチ』

船着き場から、名物の川下りを開始。始めて１年目という若い船頭さん

に、苦労話やスゴ技を披露してもらいました。さらにメインの観光道路を

歩いていると画家の夫婦が営む画廊を発見。「速攻スケッチ」、果たして

出来栄えは…？。（約４５分）（出演：前川 清・えとう窓口）

編集後記： ２０２０ オリンピック 東京開催決定 おめでとう！

９月１日（日本時間＝午前５時頃）、アルゼンチンのブエノスアイレスで行われた国際

オリンピック委員会総会で、フリーアナウンサーの滝川クリステルさんが、プレゼンテー

ションで、日本の伝統的な精神を紹介する時、手振りをつけながら「東京は皆さまをユニー

クにお迎えします。お・も・て・な・し」と一語ずつ語りかけた場面が注目されまし

た。間違いなく流行語大賞候補でしょう。「おもてなし」とは？、外国人になら、ホスピ

タリティと言えばわかります。「もてなし」漢字で「持て成し」つまり、客に対する扱い、

待遇の意味。語源は表裏なし＝表裏ない気持ちでお客様を迎えることという日本人由来の
た い ぐ う

ものです。将来はオリンピック・パラリンピックとデフリンピックもいっしょに開催でき

るとよいですね…。

貸出状況の出ータ

貸出人数 貸出本数

６月 １９ ５５

７月 ２４ ５３

８月 ５ ８

９月 １１ ３０

総計 ５９ １４６

平成４年１１月の施設開設から黒崎への移転までのいきさつと新

しいセンターの紹介、また同時にオープンしたコムシティ内の施設

も紹介。インターネットで「北九州市身体障害者福祉協会」のホー

ムページにアクセスして映像をご覧ください。パソコンだけなくス

マホでもご覧になれます。ＤＶＤ貸出もあります。（１３分３０秒）

お知らせ５：テレビ番組の字幕挿入制作中


